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協和中央病院の新しい病院長
に黒川 德一（くろかわ のりか
ず）先生が任命されました。
これまで2代目の理事長が退任

された後、中原 昇が医療法人恒貴会理事長と協和中
央病院院長を兼任しておりました。私も今年の6月で
66歳になりましたので、これを機に院長職を辞して
新病院長に引き継ぐことといたしました。理事会で
承認され、平成29年6月1日付で黒川病院長の誕生と
なりました。
理事長も病院長も同じように聞こえますが、少々
立場に違いがあります。病院長は自分の施設（協和
中央病院）の管理者として、病院で起こったことす
べてに対し全責任を持つことになります。したがっ
て病院、施設をどういう方針で運営していくかは病
院長、施設長の考え方や方針が大きくかかわります。
一方理事長は、協和中央病院、協和南病院、協和
ヘルシーセンター、大和クリニック、愛美園を有す
る医療法人恒貴会の開設者として運営を円滑に行い、
医療法人の経営に責任を持つことにあります。それ
ぞれの施設の院長、施設長は医療法人の理事も兼ね
ておりますので、皆で協力して各施設を盛り上げて
いくことになります。
地域の患者様に対しての医療サービスの提供といっ
た面からは今までの各施設の方針と変わりはありま
せんので、表向きには何ら変わった点はございませ
ん。
医療法人恒貴会の人事を新たにして、これからも
より良い医療サービスの提供に努めてまいりますの
で、皆様方にもご協力をいただければ幸いと願って
おります。

6月1日より協和中央病院院長
に就任しました黒川です。これ
からどんな病院にしてゆきたいの
か、希望も含めてお話させていた

だきます。
“相手の立場に立つ”の基本理念のもと、県西地区
の二次救急医療に貢献できる病院を、引き続き目指し
てまいります。現状を鑑み、職員同士、実践してゆき
たいことは3つあります。
一つ、明るく接する。患者様やご家族のご依頼に

明るく元気に対応できる病院にしましょう。文字どお
り、病院のホスピタリティの向上です。二つ、救急の
外来・入院を頑張ってたくさん受け入れましょう。お
陰様で昨年1年間は約1750件の救急車搬送受入れがで
きましたが、それでも地域全体の1/4ほどに留まる現
実があります。三つ、主体的に行動する（わたしがや
る）。患者様やご家族のために、一人一人が今の自分
にできることを考え、リーダーシップを発揮してくだ
さい。コミュニケーションを密に取りながら、迅速な
行動につなげていきましょう。
さて、病院の設備面では、平成28年2月より3テスラ
のMRIを導入、急性期の脳梗塞診断・治療等に役立
てております。2016年はtPA（超急性期血栓溶解剤）
使用例が16件にまで増加できました。MRI検査は脊椎
の急性期圧迫骨折や胆石症などの診断にも役立ってお
り、連携する医療機関・施設などから検査・読影ご依
頼も積極的にお請けしたいと存じます。ぜひ、ご連絡
いただけますようお願い申し上げます。
最後に、様々な形で、病院をより良くする努力をし

てまいります。今後とも皆様の病院として職員共々成
長できますように、ご指導ご協力を心からお願い申し
上げます。
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医療法人 恒貴会　理事長
中原 昇

協和中央病院　院長
黒川 德一

6月より副院長兼脳神経外科部長に就
任いたしました。私が当院に勤務して13
年、医師になってからは30年以上になりま
す。その間の医療の進歩は目覚ましく、脳
動脈瘤に対するカテーテル治療や、かつて
は有効な治療法がなかった脳梗塞も、発症
早期であれば血栓溶解療法により麻痺や
言語障害が数時間で改善するということも
可能になってきています。しかしどんなに
医療技術が進歩しても、最も大切なのは患
者さんとの信頼関係だと思います。医療と

いうものは常に不確実なものであり、どんな名医でも100％大
丈夫、ということはあり得ません。特に脳疾患の場合、最善の
治療をしても後遺症が残ってしまう患者さんもいらっしゃいま
す。患者さんの人生観や生活環境にも配慮しつつ、退院後の
生活にも寄り添っていく必要があります。来年秋には筑西市に
新中核病院がオープンしますが、脳外科はできないようです。
今後も筑西・桜川地区の脳疾患診療の中心として、地域の皆
様のお役に立てるよう努力していきたいと考えております。

副院長
脳神経外科部長
長 弘之

消化器外科の佐藤先生の後を継いで
6月より統括副院長を任せられた麻酔科
部長を兼任している樋口です。前任の
佐藤先生が、病院のためにすばらしい仕
事を行ってこられましたので、私など足
下にも及びませんが、これからも患者様
に満足のできる医療を継続して提供で
きるよう努力していきたいと思います。
麻酔に関しては、昨年度私の出身大

学である獨協医科大学病院の麻酔科医
が8人も退職し、手術部運営に難渋し、
急遽応援要請を受けたため、本年の4月

より毎週木曜日にお手伝いに行っている状況です。また自
治医科大学でも麻酔科医の不足により手術部を運営してい
くのに難渋している話をよく聞きます。近隣の病院において
も麻酔科が常時いる病院は当院以外にはなく、さらに幸せ
なことに当院には麻酔専門医が2人も常勤しています。これ
からも2人体制で365日昼夜問わず、今までと同様に予定手
術や緊急手術に対応していく所存です。

統括副院長
診療部長
麻酔科部長
樋口 純

協　　　和　　　　中　　　 央　　　 病　　　　院　　 　
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歯科
歯科口腔外科紹介

協和中央病院
歯科医長
串田 淳子

平成29年6月19日、歯科口腔外科外来がリ
ニューアルオープンしました。開設者の久野恒一
先生が病院の中での歯科の必要性を感じてスター
トしてから32年目のことです。当初は歯科ユニッ
ト1台、非常勤歯科医師１名、歯科衛生士1名の体
制で主に協和中央病院グループ内の入所者や職員
の治療を行っていました。平成5年からは常勤医2
名となりますが、次第に増えてきた口腔外科のニー
ズに対応するため、平成16年、自治医科大学のご
支援により歯科口腔外科が開設されました。当時
は主に開業医の先生では難しい親知らずの抜歯や
顎関節症、交通外傷による顎顔面骨折、有病者の
一般歯科治療などを中心に診療してきました。外
来数、入院手術件数も増加していき、平成22年6
月には地域歯科支援病院の施設基準取得、平成23
年10月には日本口腔外科学会関連研修施設に認定
されるに至りました。
医療界における歯科の立ち位置もこの十数年ほ
どで大きく変わってきました。入院患者様への口
腔ケアが誤嚥性肺炎の予防につながり、早期離床
の手助けになるといった研究結果が広く周知され、
医療現場では口腔ケアが常識となりました。さら
に、心臓外科や癌の手術前後に口腔ケアをしっか
りすることがより良い予後となることから、平成
24年には周術期口腔管理が保険導入され、当院患
者様だけではなく他病院の患者様の口腔管理にも
関わるようになりました。
平成26年8月に自治医科大学歯科口腔外科学講
座主任教授として森良之先生が就任され、平成27
年4月からは念願であった専門外来が当科でも開始
となりました。神部教授の外来では前癌病変とな
る粘膜疾患や近年非常に増えている口腔乾燥症や
味覚障害の患者様を、野口准教授の外来ではイン
プラント難症例の患者様を主に診察していただい
ております。そして主任教授の森先生には、判断
の難しいすべての症例を統括し、治療のゴールへ
の道筋をつけていただいております。市中病院で
大学病院レベルの専門性の高い診察を受けられる
ということは患者様にとって素晴らしいことであり、
私たちスタッフにとっても大変貴重な勉強の機会
となっております。

そして専門性の高い治療をよりよい環境で受診
していただくために、外来の改修拡張工事が今年
4月に着工し、6月19日、新しい外来が完成しまし
た。歯科ユニットは6台を新設し口腔外バキューム
も全台に導入しました。各ユニットには本院の電
子カルテとモニターが備えられ、患者様の検査デー
タや画像データを瞬時に確認共有することができ
ます。また、パーテーションを高くしてプライバシー
に配慮し、外来手術室やカンファレンス室も完備
しております。白と白木を基調とした温かみのあ
る内装になった外来は、医療安全と感染対策を究
めた安全安心の歯科医療を提供するのに最適な診
察室となっております。
超高齢化社会を迎え、持病を抱えながらも人生
をより楽しむ、健康長寿をめざすには口腔管理が
いかに大切であるか連日マスコミに取り上げられ
ております。私たちは地域の皆様と大学病院の間
に立ってより高度な口腔外科的治療を提供すると
ともに、持病や障害のある方々にもよりレベルの
高い一般歯科治療を提供すべく努力してまいりま
す。そして、将来的には口から食べるための嚥下
の支援にも関わっていけたらと考えております。
今後も、地域の皆様に信頼される診療科を目指す
べく、中原理事長、黒川新院長の下、一丸となっ
て精進してまいりますので、今後ともよろしくお
願いいたします。

地域の皆様に信頼される
診療科を目指して

～健康長寿は口腔から～

神部医師（自治医科大学 歯科口腔外科学講座 教授/右）
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•下肢静脈瘤とは
心臓から動脈を通って下肢に流れた血液が心臓
に戻れずに下肢の静脈に溜まり、拡張してコブ(瘤)
をつくる病気です。良性の疾患であり、命の危険
はありませんが不可逆的であり、治療をしない限
り良くなることはなく、様々な症状により生活の
質を低下させます。

•原　因
長時間の立ち仕事などにより静脈の逆流防止弁
が破壊され、血液がうっ滞することです。その他
に妊娠、出産、家族歴、高齢、女性などがリスク
として挙げられます。

•症　状
下肢のむくみ、夕方に強い下肢の倦怠感、疼痛、
こむら返りなどがあり、そのまま放置しておくと
潰瘍ができ、皮膚の変色を招くことがあります。
しかし、足の症状が全部静脈瘤からくるものとは
限りません。静脈瘤が多い50～60歳の方は脊柱
管狭窄症や変形性膝関節症などの整形外科的な疾
患であることも多く、診察のうえ鑑別が必要です。

•診　断
太腿の付け根から分枝している大伏在静脈か膝
の裏から分枝している小伏在静脈が主な原因血管
であることが多く、超音波検査でこの二つの血管
の逆流や拡張を調べることによって診断します。
さらに視診によって、伏在型、側枝型、網目状、
蜘蛛の巣状の4つのタイプに分けることができま
す。一般に症状があり、手術が必要になるのは拡
張の強い伏在型のみであり、他の3種類はあまり
心配ありません。

•治　療
症状が軽度の場合は弾性ストッキングの着用や、
血管内に薬剤を入れて血流をなくす硬化療法があ
ります。伏在型の静脈瘤の場合は原因となる血管

を抜去するストリッピング手術、レーザーにて血
管を焼灼する血管内手術、拡張した血管を部分的
に切除する瘤切除などがあります。当院では再発
率が低く、一番確実なストリッピング手術と瘤切
除を併用して行っております。手術は局所麻酔で
行い、約1時間半程度で、1泊2日で退院可能です。
創部も小さく術後も目立ちません(写真参照)。

•最後に
静脈瘤は見た目の派手さと自覚症状が一致しな
いことも特徴の一つです。かなり大きな瘤でも症
状のない方もいれば、見た目が軽度でも症状が重
い方もいます。症状がある方はもちろんのこと、
症状がなくても見た目が気になる方もご希望があ
れば治療の対象になります。上記症状のある方や
診察希望の方はお気軽に消化器科外来までご相談
ください。

協和中央病院
外科
田中 元樹

◀術前

右大伏在静脈ストリッピ
ング、瘤切除術

術後2か月▶

d e p a r t m e n t  o f  g a s t r o e n t e r o l o g y

協和中央病院での
　　下肢静脈瘤治療について

外科・消化器科から
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5月12日は「看護の日」です。
看護の心・ケアの心・助け合いの心を育むきっかけになるように
「看護の日」が制定されました。
当病院では、「まちの保健室」として地域の方々に気軽に看護
に触れていただけるように健康チェックを行っております。今年
もカスミ・協和店様にご協力をいただき5月10日に開催しました。
身体測定・血圧測定・体脂肪測定・ストレスチェック・血管年齢
測定を行い、買い物に来られた方など約70人の地域の皆様に参
加していただきました。毎年参加してくださる方、いつも来よう
と思っていたがやっと参加できたとおっしゃってくださる方など、
皆様が楽しみにしていただいていることを感じました。
私達は地域の方々とふれあい元気をいただきました。その元気
を地域の皆様に返せるよう、満足していただける医療の提供を心
がけ日々精進していきたいと思います。

協和中央病院
南2階病棟
看護係長

飯村 真由美

当院における嚥下障害
の患者様の特徴としては、
脳血管疾患と加齢、肺炎
を繰り返す患者様の嚥下障害が主な疾患にな
ります。加齢による嚥下機能の低下は、予防
することは困難であり、訓練よりも今の嚥下
機能に合った食事を提供することに重点を置
くことが重要です。そのためには適切に嚥下
を評価できる検査が必要となります。
そこで、入院時に、ここ2～３年の飲み込
みの様子について質問紙を使用し、嚥下障害
の疑いがあるのかを確認し、疑いの高い患者
様に対しては、主治医と相談して嚥下機能検
査を行うことがあります。
高齢になるにつれ、のどの筋力も低下し、
喉ぼとけも下がってきます。喉ぼとけが下がっ
ていて食物を飲み込むときに十分に上がらな
いと、食道の入り口が十分に開かず、「ごっ

くん」したいと思っても、食べ物の一部が食道を通りきらずに
喉に残ってしまうことがあります。それを吸い込むと、気管に
入り、誤嚥を起こすリスクが高まります。このような状態は、
目に見えないことで患者様も誤嚥の危険を理解しにくいため、
十分に嚥下障害を理解し、窒息、誤嚥の危険を予防するための
行動をとっていただくために、嚥下機能検査を実施し、その後
の食支援に役立てていきたいと思っております。

協和中央病院
南2階病棟師長
摂食・嚥下障害
看護認定看護師

小河原 幸子

協和中央病院　
新館3階病棟
看護副係長

稲葉 未希

入職して3カ月、毎日一生懸命頑張っている新人
看護職員に心身のリフレッシュと、同期や看護師と
のコミュニケーションを図る目的で、平成29年6月
28日（水）リフレッシュ研修「なごみ会」を開催し
ました。例年軽食後、パン作りやアロマ石
鹸作りなど物作りを行っております。
今年度は、上野のパンダ誕生にあ

やかり、パンダの飾り巻き寿司作りを『ハピマキつく
ば飾り巻き寿司教室：坂口美有紀先生』をお招きし
行いました。みんなで協力しながら、ご飯の量を図っ
たり、巻き簀で巻いたりと、どの工程も話し声や笑顔
の絶えないとても楽しい時間でした。出来上がった
巻き寿司は、上野のパンダに負けないほどの色々な
表情の可愛いパンダでした。
これから仕事で失敗したり、落ち込んだりするか

もしれませんが、そんな時は今日の研修を思い出し、
同期や先輩看護師にアドバイスをもらいながら、み
んなで力を合わせ頑張っていただきたいと思います。

嚥下内視鏡検査 嚥下造影検査
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こんにちは
協和南病院です

高齢化社会を迎え、いったん病にかかると長期にわたり治療や介護を
必要とする老人の方々が増加しているのが現状です。当院はこのような
社会の要請に応えようと、主に急性期での治療を終え、症状が安定期に
ある高齢者で長期にわたり治療や介護を必要とする方々に安心して療養
生活を送っていただくための病院です。明るくて清潔で広々とした室内
で患者様に納得していただける治療・介護を目指しております。
病気が長期化し慢性期の医療的処置を必要とする脊髄損傷等の重度の
障害者・重度の意識障害者・神経難病等の患者様の入院も可能ですので
お気軽にご相談ください。

◆開設許可年月日

　昭和63年2月16日

◆許可病床数

　109床

◆協和南病院施設基準

　・療養病棟入院基本料1

　・療養病棟環境加算1・2

　・薬剤管理指導料

　・在宅復帰強化加算

　・ 脳血管疾患リハビリテー

ション（Ⅲ）

　・ 運動器リハビリテーショ

ン（Ⅲ）

◆協和南病院のスタッフ

　・医　師 ２名

　・非常勤医師 ６名

　・看護師 17名

　・准看護師 14名

　・介護福祉士 17名

　・介護士 ９名

　・薬剤師 ２名

　・管理栄養士 １名

　・作業療法士 １名

　・理学療法士 １名

　・放射線技師 １名

　・歯科衛生士 １名

　・ 医療ソーシャルワーカー

　　 ２名

　・事務員 ７名
入院のお問い合せ、介護等のご相談はお気軽にご相談ください。

連絡先：0296-57-5133　　医療福祉支援相談室　大関・塚田
E-mail:minami@kokikai.com   URL:www.kokikai.com

治療経過説明

服薬指導

食事介助

歩行訓練

作業療法

シャワー浴
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恒徳会だより

この度恒徳会の理事長に就任させていただくこととなりました。私の父であり、恒貴会、恒徳
会の創設者である故久野恒一が平成14年10月に他界致しましてから14年が経過致しました。その
間、故三宅和夫先生、村田桃代前理事長と長く理事長としてご尽力賜りました。恒徳会が今日ま
で地域に根ざした運営ができましたのも、理事長にあられた先生方のお力があったればこそと存
じます。
社会福祉法人制度改革もあり、法人の在り方も問われております。より透明性の高くわかりや
すい法人の運営を心掛けてまいりたいと存じます。また今後はさらに地域への貢献ということが
意識されてゆくものと感じております。これまで職員一同築き上げてまいりました地域の皆様と
の絆を財産とし、それ以上にお返しできるよう精進してまいりたいと存じます。
ご利用者様、ご家族様に心地よくご利用いただくこと、更には応対させていただく職員が心地
よく質の向上を目指し働けること。皆様に親しまれ選ばれる法人となりますよう環境の整備に努
めてゆく所存でございます。今後ともご指導ご鞭撻のほどよろしくお願い申し上げます。

恒徳会、恒貴会グループの
発展に貢献できるよう精進
してまいります

恒幸園

恒幸園
総務係長
渡辺 昌彦

第34回合同納涼祭（恒幸園、すみれ園、菫授園）が、天
候にも恵まれ、7月22日（土）盛大に開催することができま
した。
筑西市長の須藤 茂様をはじめ、ご家族、地域の方々、ボ

ランティアの皆様のたくさんのご参加をいただき、心より感
謝申し上げます。
芸人「御祭きよし」さんの、ものまね早着替えショーは、
松崎しげるなど約20曲をご披露いただき、笑いと拍手で大
いにお祭り気分を盛り上げてくれました。
その後、ご利用者によるカラオケや、新治女性会の皆さ
んと大きな輪になって協和町音頭と八木節を踊り、最後の
“ナイアガラ”の花
火は、夏の夜のひ
とときの楽しい思
い出となりました。
来年、またお逢い
しましょう。

夏の風物詩

社会福祉法人 恒徳会
理事長
久野 貴俊

合同納涼祭
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いつまでも暑さが去りやらぬ毎日です
が、お変わりなくお過ごしでしょうか。
協和中央病院グループも、中原理事

長、黒川新院長の下、気持ちを新たにより良い地
域への貢献を模索しております。
「はぐるま」もこれまで以上に地域の皆様へ意義
ある情報を発信できるよう努力してまいりますので、
今後ともよろしくお願い申し上げます。
皆様の秋が実り多いものになるよう、願ってお
ります。 （高松）

編集
後記

診　療　科 月 火 水 木 金 土

脳 外 科 午　前
1 中　原 中　原 中　原 中　原 中　原 中　原
2 五　味 長 黒　川 手　塚 長 黒　川

外 科 午　前
1 佐　藤 佐　藤 佐　藤 佐　藤 佐　藤 石　川
2 石　川 石　川 田　中 石　川 田　中

●水の外科外来は予約のみとさせていただきますのでご了承ください。

内 科

午　前

1 玉　野 玉　野 玉　野 川　越 川　越 長　山
内科 内科 内科 内科 内科 内科

2 川　越 大　内 木　村 横　町 礒　田 大　内
内科 内科 内科 循環器・内科 内科 内科

3 福　島 礒　田 阿部田 福　島 武　井 (予約)新　保
内科 内科 内科 内科 内分泌内科（糖尿病） 循環器内科

5 田　島 礒　田 阿治部 大　内
循環器・内科 内科 消化器・内科 内科

7 村　上 礒　田 海老澤
内分泌内科（糖尿病） 内科 内科・漢方外来

午　後
（予約のみ）

1 阿治部 村　上 小笠原
消化器・内科 内分泌内科（糖尿病） 神経内科

2 大　場
循環器内科

●内科外来の午後は予約のみとさせていただきますのでご了承ください。

専 門 外 来
午　後 村　田 加　藤

睡眠呼吸障害（予約のみ） 漢方専門外来

午前・午後
(午後予約のみ）

北　川
循環器・内科

小 児 科
午　前 刈　屋 長　尾 長　尾 佐　藤 黒　澤 自治医大交代制

午　後 刈　屋 長　尾 佐　藤 黒　澤
整 形 外 科 午　前 藤　田 藤　田 萩　原 第1、3、4、5 木 村

●月・木の整形外科は予約と紹介患者様のみ、金（第1、3、5）は大学診療のため時間前に受付終了となります。土（第2）は休診となります。予約外の患者様はお待ちいただきますのでご了承ください。

痛 み の 外 来 午　前 佐　藤
皮 膚 科 午前・午後 金　子 山　内
泌 尿 器 科 午　前 別　納 神　原 幸

●土曜日の受付は10：30までとさせていただきます。

眼 科 午前・午後 高　山 高　山 午前のみ 山下・新井 交代制 高山 午後は予約のみ

歯 科
歯科口腔外科

午前・午後
（土は午前のみ）

1 串　田 串　田 串　田 串　田 岡　田 串　田
2 大田原 大田原 大谷津 大田原 大田原 大田原
3 杉浦午前のみ 渡　辺 仙　名

専 門 外 来 午前 1 第２、４ 神部　第３ 野口 第２、４ 森
※受付時間《午前の部》
月・火・木・金　（7：30～11：30）診療開始 9：00
水・土　　　　　（7：30～11：00）診療開始 9：00
歯科・歯科口腔外科（8：30～11：00）診療開始 9：00

※水・土の午後　及び　日・祭日は、休診です。
※診察の際は、保険証をご提出ください。

《午後の部》皮膚科・眼科（13：30～15：30）診療開始 14：00
＊眼科（木）（13：00～15：00）診療開始 13：30
内科　　　　（13：30～16：30）診療開始 14：00
小児科　　　（14：30～16：30）診療開始 15：00

歯科・歯科口腔外科（13：30～16：00）診療開始 14：00 水の午後も診療します。
※受付時間外及び休診日に救急診療を希望される方は、あらかじめ電話でお問い合わせください。

安心が地域に根ざす 医療法人恒貴会・社会福祉法人恒徳会
協 和 中 央 病 院
・脳神経外科  ・外科  ・消化器科  ・内科  ・漢方内科
・呼吸器科  ・ペインクリニック内科  ・整形外科
・小児科  ・放射線科  ・皮膚科  ・泌尿器科  
・リハビリテーション科  ・麻酔科  ・眼科 
・歯科  ・歯科口腔外科  

茨城県筑西市門井1676番地1
電話0296－57－6131（代）
E-mail：kyowa@kokikai.com
療養病床
協 和 南 病 院
茨城県筑西市門井1674番地1
電話0296－57－5133（代）
E-mail：minami@kokikai.com

介護老人保健施設
協和ヘルシーセンター
茨城県筑西市門井1669番地2
電話0296－57－6030（代）
E-mail：healthy@kokikai.com

大和クリニック
茨城県桜川市大国玉2513番地12
電話0296－58－7788（代）
E-mail：yamato@kokikai.com

訪問看護ステーション
愛　美　園
茨城県桜川市大国玉2513番地12
電話0296－20－6780（代）
E-mail：aibien@kokikai.com

安心が地域に根ざす

※ 写真等の個人情報は、ご本人の同意を得て、掲載させていただいております。

〒309-1195 茨城県筑西市門井1676番地1  TEL.0296-57-6131

●発行責任者／中原昇 
●編 集 委 員／相澤明美 飯泉茂徳 上野敏子 堤谷博之 杉田恵美子
　　　　　　　野村正浩 高松紀平／猪野貴之 廣瀬俊樹

障害者支援施設
す み れ 園
茨城県筑西市門井1677番地21
電話0296－57－5125（代）
E-mail：sumireen@kohtokukai.jp

障害者支援施設
菫　授　園
茨城県筑西市門井1687番地1
電話0296－57－3400（代）
E-mail：kinjyuen@kohtokukai.jp

障害者支援施設
桃　香　園
茨城県桜川市大国玉2513番地10
電話0296－58－7870（代）
E-mail：tohkaen@kohtokukai.jp

新型特別養護老人ホーム
恒　幸　園
茨城県筑西市向川澄98番地1
電話0296－57－7268（代）
E-mail：koukouen@kohtokukai.jp

外来診療担当医表 平成29年9月



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


